
種名と配列に関わる解説等（刺胞動物門） 

 

〇目録の解説 

刺胞動物門においては，科以上の上位分類群を独立した見出し行として記入した。また，そ

れら上位分類群すべてに対し，学名とその命名者・年を記入した。 

学名や分類体系はインターネット上のデータベースである WoRMS Editorial Board (2019) に

概ね準拠した。 

岡山県野生生物目録 2009でのこの門の種数合計は 7であった。本改訂で 58種が新規追加さ

れ，現時点の種数合計は 65 となった。新規追加種は下記文献および委員・協力員の確認記録

および情報収集によった。 

刺胞動物門の目録作成は協力員の柳 研介（千葉県立中央博物館分館海の博物館）・多留 

聖典（東邦大学東京湾生態系研究センター）・田中正敦（鹿児島大学大学院理工学研究科）・

平野弥生（千葉県立中央博物館分館 海の博物館）が中心となって行い，本解説は多留聖典が作

成した。目録作成にあたっては検討会委員の阪田睦子，福田 宏の協力を得た。 
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